
 

  

2014年７月 31日 

各 位 

会 社 名：株 式 会 社 ゼ ン シ ョ ー ホ ー ル デ ィ ン グ ス 

代 表 者 名：代表取締役会長兼社長兼ＣＥＯ 小川 賢太郎 

（コード番号 7550 東証第１部） 

問 合 せ 先：グループ経営本部マネジャー  町田  知尚 

 （ T E L ： 0 3 - 5 7 8 3 - 8 8 1 8 ） 

 

 

 

第三者委員会からの調査報告書受領に関するお知らせ  

 

当社は、2014年 4月 30日付『 「すき家」の労働環境改善に関する第三者委員会の設置につ

いて 』にてお知らせいたしました通り、当社の 100％子会社である株式会社ゼンショー(代表

取締役社長 興津龍太郎)が展開する牛丼チェーン「すき家」における店舗の労働環境改善を最

重要課題として、当社と利害を有しない外部の専門家３名から構成される第三者委員会を設置

し、調査を進めてまいりました。 

 

７月 31日付で第三者委員会より調査報告書を受領いたしましたので、その結果につき、別紙

のとおりご報告いたします。 
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